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（研究テーマ） 
哺乳動物セプチンの機能解析：特に神経における機能と Rhoシグナルとの関連性 
について 
（メッセージ） 
新奇 GTP 結合蛋白質であるセプチンの性状・機能解析を中心に仕事をしています。Sept9
を含むセプチン繊維の構造が Rhoシグナルによって制御されているらしいことを見出して
から、この２種類の GTP結合蛋白質がどのようにクロストークしているのかに興味を持っ
て仕事をしています。一方、種々のセプチンの脳内分布を解析していた時、Sept8の１種類
の splice variantが室傍核・視索上核（下垂体後葉に投射してバゾプレッシンを分泌）と視
交差上核（生体リズムの中枢）への局在を示したことから、Sept8の神経における機能につ
いても焦点をあてたいと考えています。哺乳動物におけるセプチンの機能は殆ど不明であ

ることから、この分子を糸口にしてセプチン研究に貢献出来たらと考えています。班員の

諸先生のお力添えを頂けますようどうか宜しくお願い申し上げます。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

1) 抗セプチン抗体（ウサギポリクローナル抗体）：anti-Sept8, anti-Sept9, anti-Sept11 

2) Rhotekin結合蛋白質抗体（ウサギポリクローナル抗体。細胞極性に関連する蛋白質が多

い で す ）： anti-PIST, anti-MAGI1, anti-vinexin, anti-Arg-BP2, anti-Lin7, anti-N-WASP, 

anti-p140Cap 

3) 上記のセプチン・Rhotekin結合蛋白質の哺乳動物・大腸菌発現ベクター類 


